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まえがき
タイトルその他(1ページ目上部)に関して
1ページ目上部には、タイトル、発表者氏名、所属、住所、メールアドレス、キーワードの和文と英文及びあらまし(和文300字程度、英文100語程度)を、記述してください。
本文に関して
本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください。記述に関しては、このテンプレートファイルを用いて作成してください。任意のA4判の用紙を利用することができます。その場合には、執筆要項を参照してください。 

原稿提出枚数
原稿の長さは、A4 刷り上がりで、口頭発表の場合は6ページ以内、ポスター発表の場合は4ページ以内です。図・表、写真を含め上記枚数以内で作成してください。原稿を作成する前に、手持ちの原稿量と依頼枚数とを十分勘定してください。

原稿の書き方
文字の大きさ：本文は9ポイント活字を標準とし、字間および行間は適宜調整してください。なお、標題は拡大文字とするのが望ましいです。

図と表、写真
図面、写真、表の文字や数字は本文と同じ大きさとしてください。

著作権について
量子情報技術研究会は、第二種研究会なので、予稿の著作権は著者に属します。Web投稿画面では、学会に移転するように表示されますが、それは適用されませんので、無視してください。
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